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平成 24 年度 鳥取県西部広域行政管理組合当初予算の概要
　2 月組合議会定例会で、平成 24 年度当初予算が決まりました。
　今年度の一般会計予算額は 58 億 4,534 万 3 千円で、対前年度当初予算比で 0.05％の減となっています。

うち共同処理事務に使う市町村負担
金は 51 億 6,738 万 3 千円で、構成
市町村別の内訳は次のとおりです。

→

※表中の予算額は万単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

【問合せ】鳥取県西部広域行政管理組合  総務課（電話 0859-22-7722）

モリモリ遊ぼう！学ぼう！食べよう！

開催日：8 月 5 日（日）（少雨決行）
場　所：鏡ヶ成キャンプ場（休暇村奥大山）　
対　象：小学校 3 年生以上とその保護者
定　員：30 人
参加費：一人 800 円
服　装：長そで、長ズボン、運動しやすい靴
《スケジュール》 10：00 ～ 15：00 

▶森林のことを知る体験
▶薪を使ったアウトドア料理
▶楽しい木工工作
《申込み・問合せ》

休暇村奥大山（江府町御机字鏡ヶ成 709‐ 1）　
電話 0859 ‐ 75 ‐ 2300　
※申込締切：7 月 29 日（日）
　（定員になり次第、募集を締め切ります）
主催：げんき森森体験教室実行委員会

かけがえのない森のこと、
楽しく知ってみませんか。
夏休みの思い出と宿題はこれで決まりだね！

モ リ モ リ

体験教室げんき

　私たちの住む地域を、元気で活力ある場所にす
るために活動しておられる皆さん、また、これか
ら地域のために何かを始めようと考えておられる
皆さん、お互いの情報と意見を交換し、ざっくば
らんに話し合ってみませんか。地域づくりのヒン
トが生まれるかもしれません。
　また、県の各種補助金制度の説明を行い、県が
お手伝いできることを見い出したいと思います。
　自治会、住民団体、ボランティア団体など、ど
んなグループの方もお気軽にご参加ください。お
待ちしています。

中山間地域振興策の勉強会と
地域づくり意見交換会　
開催のお知らせ

日時＝ 7 月 4 日（水）15:00 ～ 16:30
会場＝山村開発センター　研修室（2 階）

《問合せ先》
日野総合事務所県民局　商工観光課

（電話 72 － 2081）
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キラリと光る まち　ひのちょう

ま
ち
の
話
題

行
政
に
携
わ
っ
た
経
験
生
か
す
　

行
政
相
談
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る

小
谷
学
さ
ん
（
野
田
）
が
総
務
省
鳥
取
行

政
評
価
事
務
所
長
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
20
年
8
月
か
ら
現
在
ま

で
、
行
政
相
談
員
の
委
嘱
を
受
け
、
住
民

の
行
政
に
対
す
る
苦
情
解
決
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
委
員
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
小
谷
さ
ん
は
「
ま
ず
は
相
談
に
来
ら

れ
る
住
民
の
方
の
話
を
じ
っ
く
り
お
聞
き

す
る
こ
と
」
と
話
し
ま
す
。

　

5
月
16
日
、
湯
梨
浜
町
の
水
明
荘
で
行

わ
れ
た
感
謝
状
贈
呈
式
で
小
谷
さ
ん
は

「
今
後
も
役
場
へ
の
橋
渡
し
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
や
住
民
の
役
割
と
行
政
の
役
割

の
バ
ラ
ン
ス
に
理
解
を
求
め
な
が
ら
、
活

動
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

行
政
相
談
員
小
谷
学
さ
ん
に
感
謝
状

感謝状を手に、さらなる活躍を誓う小谷さん

花
や
加
工
品
な
ど
商
品
並
ぶ
　

日
野
高
校
の
生
徒
た
ち
が
作
っ
た
野
菜

や
草
花
、
農
産
加
工
品
な
ど
を
低
価
格
で

販
売
す
る
「
日
野
高
シ
ョ
ッ
プ
」
が
、
5

月
か
ら
12
月
ま
で
の
第
2
土
曜
日
に
、
町

商
工
会
館
前
（
根
雨
）
で
開
か
れ
て
い
ま

す
。

　

5
月
12
日
の
開
店
初
日
に
は
、
同
校
郷

土
芸
能
部
の
荒
神
神
楽
が
披
露
さ
れ
、
華

や
か
な
開
店
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
新
鮮
な

色
と
り
ど
り
の
草
花
、
農
産
加
工
品
を
買

い
求
め
る
多
く
の
地
元
住
民
ら
で
に
ぎ
わ

い
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し

た
。

　

ま
た
、
日
野
高
シ
ョ
ッ
プ
開
催
日
に
は

セ
ル
プ
ひ
の
の
バ
ザ
ー
も
開
か
れ
、
買
い

物
後
に
お
茶
で
一
息
つ
く
人
々
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

日
野
高
シ
ョ
ッ
プ
が
開
店

花の苗や加工品を買い求める人でにぎわう会場

農
作
業
体
験
に
汗
流
す

　

都
市
消
費
者
と
里
山
の
生
産
者
が
田
植

え
を
通
し
て
、
里
山
の
素
晴
ら
し
さ
や
厳

し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
5
月

20
日
、
下
上
菅
地
区
内
の
水
田
で
、
田
植

え
・
代
満
て
大
昼
食
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
が
あ

り
、
地
元
住
民
が
歌
う
田
植
え
歌
を
聞
き

な
が
ら
15
㌃
の
田
ん
ぼ
で
田
植
え
を
楽
し

み
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
両
側
で
引
か
れ
る

ひ
も
に
合
わ
せ
、
苗
を
4
、
5
本
ず
つ
丁

寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者

ら
は
会
場
を
移
動
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗

植
え
を
体
験
。
５
０
０
本
の
苗
を
畑
に
植

え
ま
し
た
。

　

田
植
え
後
の
代
満
て
大
昼
食
会
で
は
、

山
菜
料
理
な
ど
の
昼
食
が
準
備
さ
れ
、
春

の
味
覚
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

下
上
菅
地
区
で
田
植
え
交
流
会

地元の住民に指導を受けながら奮闘する参加者ら

天
然
素
材
で
防
草
し
ま
す

　

土
木
工
事
や
環
境
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
を
営
む
有
限
会
社
赤
松
産
業
（
貝
原
、

赤
松
康
近
社
長
）
は
、
開
発
し
た
防
草
材

『
草そ

う

な

ん難
で
す
』
の
試
験
施
工
を
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
前
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
野
産
材
の
破
砕
処
理
で
出
る
木
材

チ
ッ
プ
を
使
用
し
た
も
の
で
、
天
然
素
材

で
自
然
に
戻
る
の
が
特
徴
。
防
草
や
保
水
・

透
水
性
に
優
れ
、
水
が
溜
ま
ら
ず
転
倒
し

に
く
い
と
の
こ
と
。
施
工
も
簡
単
で
、
玄

関
ア
プ
ロ
ー
チ
や
花
壇
、
お
墓
な
ど
草
が

生
え
て
困
る
と
こ
ろ
に
は
ど
こ
で
も
使
え

ま
す
。

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
前
を
通
り
か
か
る

と
、
木
材
の
香
り
が
し
て
、
心
癒
や
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
赤
松
産
業
（
電
話
72
‐

６
０
０
７
）
ま
で
。

赤
松
産
業
が
役
場
前
に
防
草
材
試
験

木材のチップの風合いが景観と合う

▼
あ
な
た
の
声
や
地
域
・
職
場
で
の
話
題
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
★
役
場
企
画
政
策
課
ま
で
（
電
話
72
‐
０
３
３
２
）


